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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月28日(2012.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　さらに加算回路（26）の出力電圧は、電流-電圧変換回路（24）で検出した電流に応じ
て変化するように、外部に設けられたＣＰＵ(3)から出力されるゲイン設定信号およびオ
フセット設定信号によってゲイン調整分Kgc とオフセット調整分Koc を設定する。上述し
たようにゲイン調整分Kgc は内部抵抗の差を補正するパラメータ、またオフセット調整分
Koc は内部閾値電圧の差を補正するパラメータとしてそれぞれ設定される。このようにす
ると流れた電流に応じてセンス端子S の電圧Vsが
　　　　Vs ＝ Kgc×Is＋Koc
　　　　ここで　Kgc：ゲイン調整分
　　　　　　　　Koc：オフセット調整分
のように変化する。ゲイン調整分Kgc およびオフセット調整分Koc がそれぞれ擬似的な抵
抗およびオフセット電圧のように機能するため
　　　　Rm0　≒ Rs0 ＋ Kgc
　　　　Vthm0　≒ Vths0 ＋ Koc
　　　　ここで　Rm0：メイン領域の内部抵抗
　　　　　　　　Rs0：センス領域の内部抵抗
　　　　　　　　Vthm0：メイン領域の閾値電圧
　　　　　　　　Vths0：センス領域の閾値電圧
となるように調整することによって、メイン領域とセンス領域の特性の差を補正すること
ができる。なお、ゲイン調整分Kgc およびオフセット調整分Koc は、外部に設けられたＣ
ＰＵ(3)から出力されるゲイン設定信号およびオフセット設定信号により正負両極性に設
定することが可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　上述したゲイン調整分Kgc とオフセット調整分Koc の設定は、IGBT素子(1)に電流が流
れている場合におけるもので、FWD素子(11)に電流が流れている場合においても同様に考
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えることが可能である。すなわち、流れた電流に応じてセンス端子S の電圧Vds が
　　　　Vds ＝ Kgc×Ids＋Koc
　　　　ここで　Kgc：ゲイン調整分
　　　　　　　　Koc：オフセット調整分
のように変化する。ゲイン調整分Kgc およびオフセット調整分Koc がそれぞれ擬似的な抵
抗およびオフセット電圧のように機能するため
　　　　Rdm0　≒ Rds0 ＋ Kgc
　　　　Vdthm0　≒ Vdths0 ＋ Koc
　　　　ここで　Rdm0：メイン領域の内部抵抗
　　　　　　　　Rds0：センス領域の内部抵抗
　　　　　　　　Vdthm0：メイン領域の閾値電圧
　　　　　　　　Vdths0：センス領域の閾値電圧
となるように調整することによって、メイン領域とセンス領域の特性の差を補正すること
ができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　図３に示されるようにインバータ装置の下アームにおける出力電流は、下アームにおけ
るIGBTに電流が流れる期間とFWDに電流が流れる期間とに分けられる。そこで下アームに
おけるIGBTに電流が流れる期間（出力電流の電流方向がインバータ装置の下アームへ電流
が流れ込む期間（= 電流-電圧変換回路（24）の出力がグランドレベルよりも小さい期間
）、電流-電圧変換回路（24）の出力は、負の電圧を出力する）における上記IGBT素子(1)
におけるメイン電流Im とセンス電流Is のリニアリティの補正が行われる。すなわち、
　本発明の電流検出回路(2)では、第１の可変電圧源回路（22）の出力電圧が、電流-電圧
変換回路（24）で検出した電流に応じて変化するように出力(ゲイン)調整器（221）を外
部に設けられたＣＰＵ(3)のゲイン設定信号によってゲインKg を、また第２の可変電圧源
回路（23）の出力電圧が、出力(オフセット)調整器（231）を外部に設けられたＣＰＵ(3)
のオフセット設定信号によってオフセットゲインKo を、それぞれ設定可能にしている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　そして各設定したゲインKg およびオフセットゲインKo に基づいて第１の可変電圧源回
路（22）と第２の可変電圧源回路（23）の出力を加算した出力（この加算出力は電流-電
圧変換回路（24）に設けられているオペアンプの ＋端子（基準端子）となり、これがバ
ーチュアルショートになっている －端子に加わるため結果としてセンス端子S の電位と
なる）は
　　　　　Vs　＝ (R7/R5)×(R1×Is)×Kg ＋ (R7/R6)×Vref×Ko
　　　　　　　＝ {(R7/R5)×R1×Kg}×Is ＋ {(R7/R6)×Vref×Ko}
となり、ゲインKg およびオフセットゲインKo の各乗算項がそれぞれ擬似的な抵抗および
オフセット電圧として機能する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４３】
　これによってIGBT素子(１)のメイン領域とセンス領域の特性差を補正し、Im-Is 特性を
リニアとなるよう補正することができる。
　次に下アームにおけるFWDに電流が流れる期間(出力電流の電流方向がインバータ装置の
下アームから電流が流れ出す期間(= 電流-電圧変換回路（24）の出力がグランドレベルよ
りも大きい期間)、電流-電圧変換回路（24）の出力は、正の電圧を出力する)における上
記FWD素子(11)におけるメイン電流Idm とセンス電流Ids のリニアリティの補正が行われ
る。すなわち、
　本発明の電流検出回路(2)では、第１の可変電圧源回路（22）の出力電圧が、電流-電圧
変換回路（24）で検出した電流に応じて変化するように出力(ゲイン)調整器（221）を外
部に設けられたＣＰＵ(3)のゲイン設定信号によってゲインKg を、また第２の可変電圧源
回路（23）の出力電圧が、出力(オフセット)調整器（231）を外部に設けられたＣＰＵ(3)
のオフセット設定信号によってオフセットゲインKo を、それぞれ設定可能にしている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　そして各設定したゲインKg およびオフセットゲインKo に基づいて第１の可変電圧源回
路（22）と第２の可変電圧源回路（23）の出力を加算した出力（この加算出力は電流-電
圧変換回路（24）に設けられているオペアンプの ＋端子（基準端子）となり、これがバ
ーチュアルショートになっている －端子に加わるため結果としてセンス端子S の電位と
なる）は
　　　　　Vds　＝ (R7/R5)×(R1×Ids)×Kg ＋ (R7/R6)×Vref×Ko
　　　　　　　 ＝ {(R7/R5)×R1×Kg}×Ids ＋ {(R7/R6)×Vref×Ko}
となり、ゲインKg およびオフセットゲインKo の各乗算項がそれぞれ擬似的な抵抗および
オフセット電圧として機能する。
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